
高等部前期就業体験の取り組みが始まる 
高等部では３年間で７回（校内１回、校外６回）、就業体験・生活体験を行い、段階を経て卒業後の進路を 

決定します（令和２年度はコロナ感染拡大防止のため 6 月の体験を中止しました） 

現在は、体験に向けた事前学習がスタートしています。 

令和３年度の就業体験・生活体験の時期（予定）       ※裏面に前期の体験先一覧があります。 

 前期就業体験・生活体験 中期就業体験・生活体験 卒業前就業体験・生活体験 

 ５月３１日（月）～６月１１日（金） ９月２７日（月）～１０月８日（金） 1 月 18 日（火）～1 月 28 日（金） 

 最大１０日間 最大１０日間 最大９日間 

１年生 校内就業体験 校外(希望者、１日間)  

２年生 校外  校外（希望者） 

３年生 校外 校外 校外 

５月６日（木）に障がい者ＩＴサポートおきなわの代表・仲根藤江さんにお越しいただき、

進路講話「今からやっておくこと」を開催しました。生徒２３名、保護者１８名が参加し、

さまざまな経験をすることの大切さや日ごろから家でもできることを増やすなど、幸せに

なるための生き方・働き方について考えることができる機会となりました。 

        高等部に限らず、準備の時間は既に始まっています。計画的に取り組んでみましょう！ 

 

夢 先 案 内 
 

～生徒の感想～ 

・家や学校では、家族や先生に助けてもらい自分から行動することがなかったので、自分でできる事を増

やしていきたいです。（高等部・Ｋさん） 

・進路について知らないことだらけだったけど、今日の話で、できることを増やしていけば進路を考える

ときに役立つということが分かった。自分の家の手伝い、ＰＣ操作を覚えることが大切だと思いまし

た。（中学部・Ｓさん） 

・サービスのことや働くことがよくわかりました。いろいろな経験や体験をすることが大事だと思いまし

た。タイピングだけでは仕事にならないことも分かりました。「失敗はしてもいい」という言葉を 

 忘れません。（高等部・Ｒさん） 

・さまざまな経験をしたり、日頃から家でもできることを増やしていきたいと思った（中学部・Ｎさん） 
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